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さ
ら
に
、
刑
務
所
の
平
均
収
容
人
員
の
増
加
に
伴

い
、
刑
務
所
等
を
出
所
後
に
保
護
観
察
に
付
さ
れ
る

者
も
高
止
ま
り
で
推
移
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
ま

た
、
保
護
観
察
中
で
就
労
し
て
い
な
い
者
の
再
犯
率

は
、
就
労
し
て
い
る
者
に
比
べ
て
非
常
に
高
く
な
っ

て
お
り
、
再
犯
防
止
の
観
点
等
か
ら
、
刑
務
所
出
所

者
等
の
就
労
支
援
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
刑
務
所
出
所
者
等

は
多
く
の
場
合
、
就
労
経
験
が
少
な
く
職
業
能
力
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
前
歴
が
故
に
社
会
か
ら

排
除
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
社
会
復
帰
後
に
十
分
な
貯

蓄
や
住
居
の
確
保
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
就
労
機
会
が
制
約
さ
れ
、
就
職
が
困
難
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
人
の
社
会
復

帰
を
実
現
し
、
そ
の
再
犯
の
防
止
や
治
安
再
生
を
推

進
す
る
た
め
、
刑
務
所
出
所
者
等
に
対
す
る
総
合
的

な
就
労
支
援
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

^

生
活
保
護
世
帯
等
に
対
す
る
就
業
支
援
の
推
進

格
差
の
固
定
化
を
防
止
す
る
こ
と
等
を
目
的
と

し
て
打
ち
出
さ
れ
た
「
成
長
力
底
上
げ
戦
略
」（
平

成
十
九
年
二
月
十
五
日
成
長
力
底
上
げ
戦
略
構
想

チ
ー
ム
決
定
）
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た「「
福
祉
か

ら
雇
用
へ
」
推
進
五
か
年
計
画
」（
平
成
十
九
年
十

二
月
二
十
六
日
）
の
中
で
も
、
生
活
保
護
受
給
者

等
の
福
祉
と
雇
用
の
連
携
に
よ
る
就
労
支
援
が
位

置
付
け
ら
れ
、
そ
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
福
祉
・
就
労
支
援
協
議
会

を
活
用
す
る
ほ
か
、
公
共
職
業
安
定
所
と
福
祉
事

務
所
等
と
が
連
携
し
た
「
就
労
支
援
チ
ー
ム
」
に

よ
り
、
生
活
保
護
受
給
者
等
に
対
す
る
一
貫
し
た

就
労
支
援
を
一
層
推
進
す
る
。
ま
た
、
職
業
訓
練

の
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
受
講
あ
っ
せ
ん
に
努
め

る
。

_

刑
務
所
出
所
者
等
に
対
す
る
就
労
支
援
の
推
進

刑
務
所
、
少
年
院
、
保
護
観
察
所
等
と
の
連
携

の
下
、
刑
務
所
出
所
者
等
に
対
し
、
職
業
相
談
・

職
業
紹
介
、
職
業
訓
練
等
を
行
う
と
と
も
に
、
求

人
開
拓
・
雇
用
協
力
事
業
所
の
拡
大
、
試
行
雇
用

奨
励
金
の
活
用
、
職
場
体
験
講
習
の
実
施
等
に
よ

り
就
労
支
援
を
推
進
す
る
。

`

多
様
な
状
況
に
応
じ
た
各
種
雇
用
対
策
の
推
進

駐
留
軍
関
係
離
職
者
や
漁
業
離
職
者
に
対
し
て

は
、
生
活
の
安
定
と
早
期
再
就
職
の
促
進
を
図
る

た
め
、
職
業
訓
練
の
推
進
と
職
業
転
換
給
付
金
の

活
用
を
図
り
つ
つ
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る

職
業
相
談
・
職
業
紹
介
を
行
う
。

沖
縄
県
の
雇
用
失
業
情
勢
が
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
に
基
づ
く
政

府
全
体
の
沖
縄
振
興
策
と
連
携
し
つ
つ
、
沖
縄
県

内
の
特
別
の
対
策
を
推
進
す
る
。

常
用
雇
用
を
希
望
す
る
日
雇
労
働
者
に
対
し
て

は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
常
用
求
人
の
職

業
相
談
・
職
業
紹
介
等
を
通
じ
、
そ
の
常
用
雇
用

化
を
図
る
。

公
共
職
業
安
定
所
及
び
民
間
団
体
等
に
よ
る
職

業
相
談
・
職
業
紹
介
の
実
施
等
に
よ
り
中
国
残
留

邦
人
等
永
住
帰
国
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
ほ

か
、
北
朝
鮮
帰
国
被
害
者
等
、
犯
罪
被
害
者
等
に

対
し
、
き
め
細
か
な
就
職
支
援
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
総
合
的
な
建
設
労
働
対
策
、港
湾
労
働
対
策
、

季
節
労
働
者
対
策
、
出
稼
労
働
者
対
策
の
推
進
等

多
様
な
雇
用
管
理
の
改
善
対
策
を
推
進
す
る
。

a

公
正
な
採
用
選
考
シ
ス
テ
ム
の
確
立

公
正
な
採
用
選
考
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
る
た

め
、
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
（
平

成
十
四
年
三
月
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、

就
職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
が
同
和
問
題

等
の
人
権
問
題
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
っ
て
、
公
正
採
用
選
考
人
権
啓
発
推
進
員
制

度
の
充
実
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
全
国
高
等
学

校
統
一
応
募
用
紙
等
の
適
正
な
応
募
書
類
の
周
知

徹
底
や
公
正
な
採
用
選
考
に
つ
い
て
の
各
種
啓
発

資
料
の
作
成
・
配
布
等
に
よ
り
、
雇
用
主
に
対
す

る
啓
発
・
指
導
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
障
害
者
の
一
人
一
人
が
地
域
で
い
き
い
き

と
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
福
祉
・
教
育
施
策
や
職

業
能
力
開
発
施
策
等
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
精
神
障
害
、
発
達
障
害
等
、
障
害
の
特
性
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
七
月
に
、
障
害
者
の
雇

用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十
六
号
。
以
下
「
改
正

障
害
者
雇
用
促
進
法
」
と
い
う
。）が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
の
対
象
拡
大
等

が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
十
分
な
周
知
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

^

障
害
者
雇
用
に
対
す
る
意
識
の
改
革

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
基
づ
い
て

障
害
者
の
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団

体
と
も
連
携
・
協
力
し
つ
つ
、
障
害
者
の
雇
用
に

つ
い
て
、
事
業
主
そ
の
他
国
民
一
般
の
理
解
を
高

め
る
と
と
も
に
、
特
に
事
業
主
の
障
害
者
雇
用
を

促
進
す
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
な

ど
そ
の
気
運
の
醸
成
に
努
め
る
。

併
せ
て
、
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
に

よ
り
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
の
中
小
企
業
へ

の
適
用
対
象
拡
大
や
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
義
務

対
象
へ
の
追
加
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
二
年
七
月
の
施
行
に
向
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
企
業
に
十
分
な
周
知
を
行
い
、
そ
の

円
滑
な
施
行
を
図
る
。

_

現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
に
対
応
し
た
障
害
者
雇

用
促
進
の
取
組

現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
伴
い
障
害
者

の
雇
用
環
境
も
厳
し
さ
を
増
す
中
に
お
い
て
、
一

層
の
障
害
者
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
経
済
団
体

や
企
業
に
対
す
る
中
途
障
害
者
を
含
め
た
障
害
者

の
雇
用
維
持
や
雇
入
れ
に
関
す
る
要
請
、
障
害
者

専
門
支
援
員
や
各
種
助
成
金
等
を
活
用
し
た
雇
用

維
持
の
働
き
か
け
、
試
行
雇
用
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

支
援
等
既
存
の
支
援
措
置
等
を
効
果
的
に
活
用
し

た
就
職
支
援
、
特
別
支
援
学
校
卒
業
予
定
者
に
対

す
る
就
職
支
援
等
を
行
う
。

ま
た
、
障
害
者
の
離
職
に
対
し
て
は
、
公
共
職

業
安
定
所
へ
の
障
害
者
に
係
る
解
雇
届
の
適
切
な

届
出
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
労
働
局

に
お
い
て
も
、
障
害
者
の
解
雇
状
況
等
の
把
握
に

努
め
る
。

`

雇
用
率
達
成
指
導
の
厳
正
な
実
施

法
定
雇
用
率
未
達
成
の
企
業
に
対
し
て
、
指
導

基
準
に
基
づ
い
た
厳
正
な
指
導
を
行
い
、
地
域
に

お
け
る
実
雇
用
率
の
向
上
、
未
達
成
企
業
割
合
の

低
減
を
図
る
。
ま
た
、
率
先
垂
範
し
て
障
害
者
雇

用
を
進
め
る
べ
き
立
場
で
あ
る
公
的
機
関
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
な
法
定
雇
用
率
の
達
成
を
図
る
た

め
、
徹
底
し
た
指
導
を
行
う
。
特
に
、
平
成
二
十

二
年
七
月
よ
り
除
外
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
を
始
め
と
し
た
除
外
率

設
定
機
関
に
対
し
、そ
の
周
知
と
指
導
に
努
め
る
。

ま
た
、
実
雇
用
率
の
改
善
が
遅
れ
て
い
る
中
小

企
業
に
つ
い
て
は
、
特
に
企
業
ト
ッ
プ
の
理
解
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
や
事

業
主
団
体
と
も
連
携
し
て
、
障
害
者
雇
用
や
支
援

策
に
つ
い
て
の
理
解
の
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
及
び
事
業
協
同
組

合
等
雇
用
促
進
事
業
助
成
金
を
活
用
す
る
等
に
よ

り
、
中
小
企
業
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
に
結
び

つ
け
る
。

a

地
域
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
場
の
確
保

現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
を
踏
ま
え
、
雇

用
率
達
成
指
導
と
連
携
し
た
職
業
相
談
・
職
業
紹

介
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
場
の
確
保

に
努
め
る
。
こ
の
際
、
中
小
企
業
に
対
し
て
は
、

初
め
て
障
害
者
を
雇
用
し
た
中
小
企
業
に
対
す
る

奨
励
金
も
活
用
す
る
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
を
一
層
促

進
す
る
た
め
、
地
域
の
有
力
な
企
業
等
に
対
し
て

は
、
都
道
府
県
と
連
携
し
つ
つ
、
設
立
に
係
る
助

成
金
も
活
用
し
な
が
ら
特
例
子
会
社
の
立
ち
上
げ

を
促
す
ほ
か
、
重
度
知
的
障
害
者
、精
神
障
害
者
、

視
覚
障
害
者
等
就
職
困
難
度
の
高
い
障
害
者
の
雇

用
や
実
習
受
入
れ
等
、
法
定
雇
用
率
の
達
成
に
と

ど
ま
ら
な
い
障
害
者
雇
用
の
取
組
を
促
す
。

七

障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
推
進

障
害
者
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一

年
六
月
一
日
現
在
の
民
間
企
業
（
五
十
六
人
以
上
規

模
の
企
業
）
の
実
雇
用
率
が
一
・
六
三
％
と
前
年
比

〇
・
〇
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
な
ど
、
着
実
な
進
展

が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
に
お
い

て
実
雇
用
率
の
改
善
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
や
、
過
半

数
の
企
業
が
雇
用
率
未
達
成
で
あ
る
こ
と
等
、
改
善

す
べ
き
点
も
多
い
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
の
公
共
職
業
安
定
所
を
通

じ
た
年
間
の
障
害
者
の
就
職
件
数
は
、
景
気
が
悪
化

す
る
中
で
、
過
去
最
高
で
あ
っ
た
平
成
十
九
年
度
を

下
回
っ
た
も
の
の
、
平
成
十
八
年
度
の
水
準
を
上
回

る
年
間
約
四
万
四
千
件
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十

一
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
一
月
ま
で
の
障
害
者

の
就
職
件
数
は
、
前
年
同
期
比
一
・
三
％
減
の
三
万

六
千
三
百
七
件
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
平
成
二
十

一
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
一
月
ま
で
に
お
け
る

障
害
者
の
解
雇
者
数
は
千
九
百
七
十
件
と
前
年
同
期

を
十
・
六
％
上
回
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
引
き
続

き
障
害
者
を
取
り
巻
く
雇
用
の
動
向
に
つ
い
て
は
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

他
方
、
障
害
者
の
社
会
参
加
は
進
展
し
、
就
業
に

対
す
る
意
欲
は
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
、
障
害
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を

担
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
維

持
・
拡
大
の
要
請
等
障
害
者
雇
用
対
策
の
強
化
を
図

り
つ
つ
、法
定
雇
用
率
の
達
成
指
導
の
厳
正
な
実
施
、

き
め
細
か
な
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
及
び
各
種
の
雇

用
施
策
等
を
効
果
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
職
場

定
着
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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